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法面保護工による緑化施工地の約 10年後の評価

山瀬敬太郎・上山泰代事

Keitaro Y AMASE and Y oshinori UEY AMA 

Evaluation of revegetation after about 10 years by slope protection works 

要旨:山瀬敬太郎・上山泰代:法面保護エによる緑化施工地の約10年後の評価.兵庫農技総セ研報(森林林業)52号:15~ 

18. 2005 兵庫県内の北部地域と中部地域の切土法面で、過去に施工された種子吹付工、張芝工、厚層基材吹付工について、

約10年が経過した時点で成立している植生を調査した。地域別と工法別に、植被率、出現した植物の生活形別と生育環境別の

種数、合計の出現種数を比較した結果、地域別の比較ではいずれの指標でも有意差はなく、成立している植生に差がみられな

かった。一方、工法別の比較では厚層基材吹付工、張芝工、種子吹付工の順に、牧草種の被度が高く、 100rrfにおける出現種

数が少なくなる結果が得られ、初期緑化が確実に行える工法であるほど、吹付種である牧草種が繁茂して他の植物の侵入を阻

害することから、出現種数は少なくなり、植物種の多様性が低下してしまうことがわかった。
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I はじめに

従来、林道の法面緑化では牧草種を利用した工法が用

いられている。しかし最近、移入種である牧草種を緑化

に用いることは、生物多様性の保全上問題があることが

指摘されている(1)。牧草種は一般的に、相対成長速

度が大きし¥早春に発芽する、株を作る、根萌芽で広が

るなど、他の種の生育を阻害する特性がある。したがっ

てこれらの牧草種を使用する場合には、これらが逸出し

て在来種を脅かすことのないように細心の注意が必要で

あることが指摘されている(1)。

そこで本研究では、過去に施工された法面保護工につ

いて、約10年が経過した時点で成立している植生を調査

し、植物種の多様性保全の観点から、その植生の評価を

行った。

E 調査地の概要

調査は、図-1に示す兵庫県北部の養父市に位置する

森林管理道「八木谷・大谷線J(以下、八木谷・大谷線)

と兵庫県中部の神崎郡福崎町~市川町に位置する森林基

幹道「笠形線J(笠形線)で実施した。これら林道の切

土法面で施工された種子吹付工、張芝工、厚層基材吹付

工の3種類の法面保護工を対象に行った。

八木谷・大谷線は海抜600-750mを通過しており日本

海気候区に位置する。また笠形線は海抜21O-330mを通

過しており瀬戸内気候区に位置する。

八木谷・大谷線と笠形線の3種類の法面保護工で吹き

付けられた植物種(以下、吹付種)を表-1に示す。ウ
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イーピングラブグラス(シナダレスズメガヤ)(Eragro 

stiscurvula N ess)やトールフェスク(オニウシノケグ

サ) CFestuca arundinαceαSchreb.)など、日本の侵

略的外来種として問題視されている植物ピ2)が含まれて

いる。

図-1 調査路線の位置

E 調査方法

切土面の平衡斜面で種子吹付工、張芝工、厚層基材吹

付工のいずれかの工法を実施し、施工後7-13年が経過

している区間に、約100mに1地点の割合で調査地点を

設定した。調査地点数は、八木谷・大谷線で53地点、笠

形線で59地点の合計112地点であった。



りである。

種子吹付工と張芝工では、いずれの地域でも法面長が

長くなるほど、吹付種以外の木本種の侵入や出現種数が

少なくなる傾向がみられた。一方、厚層基材吹付工では、

法面の長さに関係なく木本種の侵入や出現種数が少なく、

明らかな傾向はみられなかった。

3.地域別と工法別の比較

地域別および工法別に、植被率、生活形別(牧草種、

草本種、木本種)の被度合計、森林要素の被度合計およ
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1.出現植物の生活形

八木谷・大谷線の53地点の調査で確認した植物の総数

は142種であった。吹付種 (11種)を除く内訳は、常緑

低木3種(全体の2.1%、以下同じ)、常緑高木3種 (2.1

%)、落葉低木 17種 02.0%)、落葉小高木 12種 (9.2

%)、落葉高木24種 08.3%)、一年生草本植物10種

(7.0%)、多年生草本植物36種 (25.4%)、ツル植物 14

種 (9.9%)、シダ植物12種 (8.5%)であった。

また笠形線の59地点で確認した植物の総数は100種で

あった。吹付種 00種)を除く内訳は、常緑低木4種

(全体の4.0%、以下同じ)、常緑高木3種 (3.0%)、落

葉低木12種 02.0%)、落葉小高木7種 (7.0%)、落葉

高木12種 02.0%)、一年生草本植物7種 (7.0%)、多

年生草本植物26種 (26.0%)、ツル植物7種 (7.0%)、

シダ植物12種(12.0%)であった。

各調査地点に100rrl'の調査区を設定し、工法の種類、地

形、土性、日照条件、土湿、海抜、方位、勾配、法面長

と、 100rrl'内に出現したシダ植物以上の植物名とその被

度%、全体の植被率を記録した。

種子吹付工、張芝工、厚膚基材吹付工の3工法別に成

立する植生の量や質を把握するために、生活形別に牧草

種被度の合計%、草本種被度の合計%、木本種被度の合

計%と、生育環境別に草原要素被度の合計%、林縁要素

被度の合計%、森林要素被度の合計%、出現種数を算出

した。各植物の生育環境区分は、既存の資料イ3)を参

考にした。

2.法面長による植物の侵入

各調査地点における法面長と木本種(吹付種を除く)

の被度の合計および出現種数との関係は、図-2のとお

表-1

学名

Eragrostis curvula Ness 
Dact，〆isglomerata L 
Festuca rubra L. 
Poa pratensisし
Festuca arundinacea Schreb. 
cμnodo明 dactylonPers 
Agrostis alba L. 
Artemisa princepus Pamp 
Miscanthus sinesis Anderss. 
Lespedeza cuneata G.Don 
Lespe由zabi，∞財閥r.japonica Nakai 
Amorphaか'uticosaL. 
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図-3 地域別、工法別の植被率、生活形別(牧草種、草本種、木本種)の被度合計、森林要素の被度合計
および 100m'における出現種数

異なる記号間では、 Tukey法による多重検定の結果 5%水準で有意差があることを示す

び100m"こおける出現種数を示したのが図-3である。

地域別の比較では、植被率、生活形別(牧草種、草本

種、木本種)の被度合計、森林要素の被度合計および100

dにおける出現種数のいずれの指標とも有意の差はみら

れなかった CTukey法による多重検定、 ρ>0.05)。

工法別の比較では、牧草種の被度と出現種数について

工法問に有意な差が認められ CTukey法による多重検

定、 ρ<0.05)、厚層基材吹付工、張芝工、種子吹付工

の順に、牧草種の被度が高く、 100m'における出現種数

が少なかった。

V 考察

1.法面長による植物種多様性

種子吹付工と張芝工では、法面長が長くなるほど、木

本積の侵入や出現種数が少なくなり、植物種の多様性が

低い傾向がみられた。これは、法面長が長くなると周辺



18 

に生育する在来種の種子供給源からの距離が遠くなり、

種子供給量が少なくなってしまうことが原因と考えられ

る。

大きな法面が発生する場合には、切土法面の中に緩い

勾配 0:1.2-1:1.5)の階段状のスロープを設け、地山

の森林表土を撒きつける工法が検討されている付ん

この工法は、森林表土を利用することで在来種の種子供

給源を積極的に持ち込むことによって、法面長が長い場

合でも、木本種の侵入や出現種数を増加させることが可

能となり、植物種の多様性を高めることが期待できる。

2.工法別の植物種多様性

工法別の比較では、牧草種の被度は厚層基材吹付工、

張芝工、種子吹付工の順に高く、この順に初期緑化が確

実に行えることがわかった。一方、 100rrfにおける出現

種数は厚層基材吹付工、張芝工、種子吹付工の順に少な

く、牧草種の被度が高いほど他の植物の侵入が妨げられ、

出現種数が少なくなり、植物種の多様性は低くなる傾向

がみられた。今回の調査結果では、法面保護工における

初期緑化の目標と植物種の多様性を実現する目標は相反

することが示唆された。

今回調査対象とした厚層基材吹付工では外来種子を中

心とした種子配合が行われていたが、使用植物を自生種

主体に転換することによって、厚層基材吹付工による法

面の自然回復緑化は十分可能であることが指摘されてお

りげ人技術的に初期緑化と植物種多様性確保の両者

の目的が達成できるものと思われる。

しかしながら従来、法面保護工における目標設定は初

期緑化が重視されてきたために、より確実に初期緑化が

達成できる工法が選定され、外来種の使用に対しては充

分な配慮が行われてこなかったのが実情である。その結

果、早期の緑化は達成されるものの、外来種による植物

種をはじめとした生物多様性への影響が生じているど6)。

今後は、初期緑化と生物多様性をできる限り同時に満

足できるように、現場の状況に応じた工法と仕様を決定

していく必要がある。
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